
スフィンゴ糖脂質分解酵素
エンドグリコセラミダーゼ

EGCaseの作用（Ganglioside GM1を例に）

EGCaseを用いたGM1の加水分解反応例

エンドグリコセラミダーゼ（EGCase）はスフィンゴ糖脂質に特異的に作用し、
糖鎖と脂質の間のグリコシド結合を加水分解する酵素です。

rEGCase I 300mU/vial 27,000円
rEGCase II 100mU/vial 27,000円
rEGCase I assisted by Activator II 300mU/vial 40,500円
rEGCase II assisted by Activator II 100mU/vial 40,500円
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EGCaseは界面活性剤の存在下において活性を示します。 Activator IIは界面活性剤
非存在下でEGCaseを活性化するタンパク質であり、EGCaseと組み合わせること
で生理的条件下での使用が可能となります。

本製品は九州大学からのライセンスを受けて製品化したものです。
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本誌掲載の化学品は試験・研究用にのみ使用するものです。化学知識のある専門家以外
の方のご使用はお避けください。品目や製品情報等、掲載内容の変更を予告なく行う場合
があります。内容の一部または全部の無断転載・複製はご遠慮ください。
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rEGCase I、rEGCase IIの基質特異性

スフィンゴ糖脂質分解酵素  エンドグリコセラミダーゼ
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Ganglio-series
Substrates

GM1

Globo-series
Gb4

Lacto-series
LacCer

Cerebrosides
GlcCer
GalCer

Asialo GM1
Fucosyl GM1

GM3
GD1
GT1

Each substrate (4 nmol) was incubated with EGCase and 0.1% Triton™ X-100 at 37°C.

これらのデータは九州大学 伊東信教授および石橋洋平博士からご提供いただきました。

Ganglioside GM1 お問い合わせください [G0483]
TRITON™ X-100 5g 1,900円 / 25g 3,400円 [P1775]

関連製品


